
地震・津波災害に備えよう
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◆ＤＶ電話相談のご案内◆　　ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。
相談先 高知県女性相談支援センター

（配偶者暴力相談支援センター）
こうち男女共同参画センター

「ソーレ」
女性、男性

女性向け 873－9555
　　　毎日　9：00～ 17：00
（※第 2水曜日・祝日・年末年始を除く。）
男性向け（予約制） 873－9100
第 1・3火曜日、第 4水曜日
　18：00～ 20：00

警    察

DV・ストーカーに関する相談対　象

電話番号
相談時間など

DV被害に苦しんでいる方（男女不問） 

　833－0783
平日　　　　　9：00～22：00
土・日・祝日　9：00～20：00
（年末年始を除く。)

お近くの警察署又は
県警本部県民支援相談課
（＃9110又は　823－9110）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ

　病院や健診センターで採血や検尿をした経験はありますか？そこから始まるのが臨床検査です。
　臨床検査には、病院を受診された方や健診を受けられる方から血液などを採取して検査する『検体検査』と、
心電図や骨密度検査のように身体を直接検査する『生理機能検査』があります。
　臨床検査で得られたデータは、病気の診断や治療方針の決定、治療効果判定などに使用されることより、その
値が正確であることが求められます。また、どの医療機関や健診機関で検査を行っても同じ値になることも大切
です。このため、日々行う精度管理が大切になってきます。
　精度管理にはまず検体（血液など）の採取から取り扱いの条件を設定して、検査試薬の管理や測定機器のメン
テナンスなど様々な作業を行います。そのうえで、コントロールと呼ばれる管理用検体を測定して正しい値が出
ていることを確認します。
　検査室では毎日コントロールを測定して評価する『内部精度管理』を行っていますが、そのほかに多くの施設
が同じコントロールを測定することで他の施設と測定値を比べたり評価したりできる『外部精度管理』にも毎年
参加しています。

　いの町に住民票を有する、徘徊の見られる認知症
在宅高齢者の方（おおむね65歳以上）等の家族の
方を対象に、位置情報探索システム端末機の貸し出
し、及び初期費用補助事業を実施します。（オプシ
ョン機器及び導入後の費用は自己負担です。）
　位置情報探索システムとは、GPS衛星や携帯電話
基地局を利用した位置情報端末機（発信機）を高齢
者に携帯してもらうことで、徘徊により行方が分か

らなくなったときにコールセンターやインターネッ
トを通じて居場所を把握できるようにするためのサ
ービスです。
　事業を利用するためには事前に申請が必要ですの
で、次の問い合わせ先までご連絡ください。
■問い合わせ
　ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）
　　893－3810

【臨床検査室】主任臨床検査技師　土居　祐子

検査と精度管理

徘徊高齢者等家族支援事業を実施しています

生化学自動分析装置 外部精度管理参加証

◎津波の特徴
　海上で吹く風により海の表面だけがうねってい
るものを『波』といい、海底から海面まですべて
の水が移動するものを『津波』といいます。
　津波の速度は水深に比例し、例えば太平洋（水
深5,000mを想定）を津波が伝播する場合、その
速度は、ジェット旅客機の航行速度（時速800㎞）

にも匹敵し、また、そのエネルギーは、例え50㎝
の津波でも、車を1台簡単に流し去るほど強力であ
るといわれています。
　近い将来、必ず来るといわれている南海トラフ
地震から命を守るためには、津波警報や注意報の
発表を待つことなく、揺れが収まればすぐに避難
することが大切です。

平成27年中の交通事故発生状況

優良運転者の支部表彰受付のご案内
　交通安全協会いの支部では、平成28年度の支部
表彰に該当する方の受付を行います。
◎表彰基準（四輪・二輪）　交通安全協会の会員で
あり、過去7年間無事故・無違反の方
◎受付期間　3月1日（火）～3月31日（木）
◎支部表彰式　4月末予定

●安全運転センター発行の無事故無違反証明書は
自己負担です。（630円）
●お忙しい方、証明書の取得方法が分からない方
は直接下記までご連絡ください。事務局で代理
申請も受付しています。
交通安全協会いの支部（土佐警察署いの庁舎内

893－1234　内線44）

警察署からのお知らせ 土佐警察署　　　 852 ー 0110
いの警察庁舎　　 893 ー 1234

いの警察庁舎の移転について 仁淀病院からのお知らせ仁淀病院からのお知らせ

◎高知県内の事故
区分
全事故
高齢者

2,391（－299）
980（－80）

30（－11）
19（－6）

2,732（－270）
641（－53）

件数 死者 傷者

　いの警察庁舎は本年3月中旬～下旬に、すこやかセンター伊野
南側の旧法務局（いの町1290番地4）に移転することとなりま
した。
　詳しい日程などについては、決まり次第お知らせします。
　お問い合わせについては、いの警察庁舎　893－1234までお
願いします。

◎交通事故の特徴
①県内の交通死亡事故で、高齢者の死者数は前年
に比べ6人減少しましたが、全死者の63.3％を占
めています。特に歩行中にはねられた9人のうち8
人は道路横断中で、主に国道や主要県道で多く発
生しています。
②四輪乗車中の死者9人のうち6人は、シートベル
ト非着用で、3人の方は着用していれば助かったと
思われます。
③いの町内では、自転車乗車中における事故が平
成26年より10件増加し、14件となっています。

◎いの町内の事故

※（　）内は前年比です。
※12月末現在の概数であり確定数ではありませんので、
　後日数値が変わる場合があります。

区分
全事故
高齢者

58（－26）
26（－12）

2（0）
2（0）

63（－36）
17（－7）

件数 死者 傷者

いの警察庁舎


